
ＰＡＢＦを戦って     ジュニアチーム報告 

 代表選手 今井 智士 
 

２００７年 日本ジュニアチーム（資格：26 歳未満） 

ＮＰＣ     ：寺本直志 

マネージャー：高橋陽子 

メンバー   ：横井大樹－今井智士、三浦裕明－志賀元明、田中治輝－岡本崇宏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 左から寺本直志 NPC、田中治輝、今井智士、横井大樹、三浦裕明、志賀元明、岡本崇宏 
 

 

 第４５回ＰＡＢＦ選手権は２００７年６月３日から６月１３日まで、インドネシアのバンドン

で開催されました。日本ジュニアチームは９チーム中５位になり、ワールドユース出場をかけた

プレイオフに進みましたが、シンガポールに勝った後、インドネシアに敗れてしまい、世界選手

権への代表権を逃しました。 

 

 試合には代表経験のある横井－今井、三浦－志賀の２ペアが中心的に出場し、初代表の田中－

岡本ペアの出場回数は少なめです。 

予選ラウンドはオープンチームに比べ試合数も少なく日程的に楽でしたが、それでも、食事や環

境の変化から体調を崩す者が続出し、やはり海外の試合では体調管理がとても重要だと実感させ

られました。みんながバタバタとへばっていく中、僕はずっとピンピンとしていたので、某さん

から「君は元気だけが取り柄だね」と言われてしまいました。。。 

 

 今回、寺本キャプテンがオープンチームでプレイされていて、今までのようにユースチームに

つきっきりでいられないため、連盟の高橋さんと仲村さんにサポートをお願いしながら、ライン

アップの記入やスコアの確認など細々とした仕事は僕がしました。 

それでも夕食時には、寺本キャプテンはユースチームの集まりに参加してくださり、次の日の出

番、相手チームのシステム対策、その日の反省などのミーティングをして頂きました。ちなみに、

ホテルにある「オコー」という和食レストランがほとんどだったのですが、海外の食事があまり

好きではない僕には「オコー」の存在はラッキー。毎晩食事に連れて行ってくださった高橋さん、

仲村さんには大感謝です、ありがとうございました。 

 



 

 それでは、予選ラウンドの出場メンバー、成績、データムを載せながら、簡単に試合の模様を。

対戦国、ＶＰ、ＩＭＰの順で、ペアの後の数字は他のテーブルとの比較でのＩＭＰです。 

 

 

初日 

第１試合 タイ １１－１９ （１７－３７） 

ＮＳ 横井－今井（＋８） ＥＷ 田中－岡本（－３３） 

 初戦は残念ながら負けてしまい、スタートダッシュには失敗しました。 

僕のミスプレーのボードを一つ。 

 

Board : 1 ♠ Ａ１０９４３２  

Dealer : North ♥ Ｊ   

Vul : None ♦ Ｑ１０５   

   ♣ １０５２   

 ♠ Ｑ  ♠ ８７５ 

 ♥ ９６３２ ♥ Ａ１０７５ 

 ♦ ＡＪ３２ ♦ Ｋ６４ 

 ♣ ＫＪ９４ ♣ ８７３ 

   ♠ ＫＪ６   

   ♥ ＫＱ８４   

   ♦ ９８７   

   ♣ ＡＱ６   

W N E S 

 ２♦∗ Ｐ ２ＮＴ* 

Ｐ ３♥∗ Ｐ ４♠ 

//    

タイの選手と１年ぶりの再会。ＶＰを手土産に。 

 

 マルチ２♦オープンのおかげで点数のある方の４♠となり、リードは♠Ｑ。 

２ウェイを当てる必要がなくなって喜んでしまい、単純に♠６個、♥２個、♣２個と思い、あま

り考えずにハンドで勝って♠でダミーに渡り♥Ｊを流すと勝ち。 

仕方がないので♠でハンドに戻り、♥Ｋを流して♣を捨てたもののダウン。 

エントリーが不足しているので最初はダミーで勝たなければならず、さらに♣フィネスだけでな

く、♦Ｊのフィネスのチャンスもあることをプレイ前にもっと考えるべきだったと反省です。 

 

第２試合 ニュージーランド ２５－０ （１１２－１５） 

ＮＳ 横井－今井（＋５０） ＥＷ 三浦－志賀（＋５３） 

 ここ最近のＰＡＢＦではみかけなかったので未知数のチームでしたが、大勝して気分良く晩御

飯を食べられました。負けるとチームの雰囲気も重くなるので、一日の最後は重要です。 

 

 

２日目 

第３試合 香港 ６－２４ （２１－６４） 

ＮＳ 横井－今井（－２４） ＥＷ 三浦－志賀（－２０） 

 毎回好成績を残す香港に負けてしまい、後退。 

 

第４試合 インドネシア １１－２０ （５１－７１） 

ＮＳ 横井－今井（－２１） ＥＷ 田中－岡本（－７） 

 去年の世界大学選手権でこてんぱんにやられた相手です。今回も…。 

 

 



 

 

Board : 4 ♠ Ｊ５３  

Dealer : West ♥ Ａ９４   

Vul : Both ♦ ＡＱＪ５４   

   ♣ Ｑ４   

 ♠ Ｋ１０４  ♠ Ａ８７６２ 

 ♥ ＫＪ１０２ ♥ ８６３ 

 ♦ １０２ ♦ ８３ 

 ♣ ＫＪ３２ ♣ ９８７ 

   ♠ Ｑ９   

   ♥ Ｑ７５   

   ♦ Ｋ９７６   

   ♣ Ａ１０６５   

       

W N E S 

Ｐ １♦ Ｐ ２♥∗ 

Ｐ ３ＮＴ //  

 

 Ｓの２♥は♦のリミットレイズ。♠６のリードに９を出すと、１０がカバーされ、♠Ｊの勝ち。

♦Ｋでダミーに渡り♣Ｑを盗みに行きましたが、さっとあがられてダウン。 

♠を勝った後、まずは♦を５個取ってみると、Ｗにプレッシャーがかかります。そして♠を負けに

行くとＷがスクイズされる可能性があり、こちらの方がより現実的な出来目でした。 

 

第５試合 オーストラリア １８－１２ （５２－３７） 

ＮＳ 横井－今井（＋２４） ＥＷ 三浦－志賀（－３） 

 オーストラリアは去年のワールドユーススクール部門で４位に入賞したメンバーが加わり、去

年の２位に続いて今年は優勝しました。この試合は積極的なゲームビッドが成功し、ミスディフ

ェンスもあって日本の勝ち。 

 

 

３日目 

第６試合 ＢＹＥ １８ＶＰ 

 

第７試合 フィリピン １９－１１ （６７－４７） 

ＮＳ 三浦－志賀（＋２１） ＥＷ 田中－岡本（＋４） 

 この日は一日休みだったので、午前はオープンチームの林ＮＰＣの部屋にお邪魔し、有難い解

説を聞きながらのビューグラフ観戦。午後はホテルのまわりをぶらぶらしての買い物。夕方から

は、日本語を勉強中のインドネシアの学生にガイドをお願いして、繁華街へ観光。リフレッシュ

しました。 

 

 

４日目 

第８試合 シンガポール ２０－１０ （４１－１９） 

ＮＳ 横井－今井（＋７） ＥＷ 三浦－志賀（＋２２） 

 去年ぶっちぎりで優勝し、ワールドユースでも３位に入賞したシンガポールですが、今年はメ

ンバーががらりと変わり、去年ほどではありませんでした。 

途中、全然出来ないゲームを作らせてもらい、キレた相手が飛び出していってしまうという一幕

もありましたが、最後はフレンドリーに別れました。 

 

第９試合 台北 １２－１８ （２４－３７） 



ＮＳ 横井－今井（－７） ＥＷ 三浦－志賀 （－７） 

 台北とはＢＢＯでよく練習をするので、よく知っている相手でした。 

 

Board : 12 ♠ Ａ１０９６２  

Dealer : West ♥ Ｊ   

Vul : N-S ♦ ７   

   ♣ ＫＪ８７４２   

 ♠ ８７５４  ♠ Ｑ３ 

 ♥ Ｋ９３ ♥ Ａ１０２ 

 ♦ Ｑ８３２ ♦ ＡＫ９４ 

 ♣ ９３ ♣ ＡＱ１０５ 

   ♠ ＫＪ   

   ♥ Ｑ８７６５４   

   ♦ Ｊ１０６５   

   ♣ ６   

       

W N E S 

Ｐ ２♠∗ Ｘ Ｐ 

２ＮＴ* Ｐ ３ＮＴ //

女の子が気になって、カードプレイが上の空のＹ君 

 

 どちらのテーブルもオークションは上記のように進み、♠をリードすれば終わりでしたが、ど

ちらも♣７のリード。ハンドの９で勝って、もう一度♣のフィネスをしたところまで両者同じで

す。♦Ｋ、Ａとキャッシュしてみると、残念ながら♦は４－１ブレイク。ここまでで、Ｎのハン

ドは５１１６であることがわかり、台北チームのＷはＮの♥アナーシングルトンにかけ、♥Ａを

キャッシュし、♥をフィネスしてメイク。日本チームはＳが♥の両アナーを持っていてスプリッ

トしないことを期待し、いきなり♥９でフィネスしたもののダウン。 

 

 こうして、前半戦は１４０ＶＰ、４－５位タイで終えました。 

   

 

５日目 

第１０試合 香港 １６－１４ （４３－３６） 

ＮＳ 横井－今井 （±０） ＥＷ 三浦－志賀 （＋１１） 

 前半のお返しをと思っていましたが、ほんの少しだけ。 

 

第１１試合 フィリピン ２５－２ （９０－１９） 

ＮＳ 横井－今井 （＋４８）ＥＷ 田中－岡本 （＋４２） 

 前半に続いて快勝。これで３ペア共データムはプラスに。 

 

 

６日目 

第１２試合 シンガポール １７－１３ （６０－５１） 

ＮＳ 横井－今井 （＋２６）ＥＷ 三浦－志賀 （－１１） 

 ここにも連勝。 

 

第１３試合 タイ ２０－１０ （６６－４２） 

ＮＳ 三浦－志賀 （＋６）  ＥＷ 田中－岡本（＋１３） 

 これで後半戦は４連勝。 

 

第１４試合 ニュージーランド ６－２４ （１９－６５） 

ＮＳ 横井－今井 （－２８）ＥＷ 田中－岡本（－１４） 



 前半大勝したニュージーランドに大敗してしまいブレーキ。 

リードが得意な僕（阪大の伝統らしいです）が２ボードも３ＮＴのオープニングリーダーになっ

てしまい、両方見事に敵のメインスーツを当ててしまい、作らせ。 

 

 

７日目 

第１５試合 ＢＹＥ １８ＶＰ 

 

第１６試合 オーストラリア ９－２１ （２６－５７） 

ＮＳ 横井－今井 （－１５）ＥＷ 三浦－志賀 （－２０） 

 １４点と１１点が向かい合った♠８枚フィットのハンドで向こうは２♠、こちらは４♠Ｘ。 

♠は５－０ブレイクなので８トリックまでなど、ハンドを見たのかというような不幸なボードも

あり負け。 

 

第１７試合 台北 ２０－１０ （５５－３２） 

ＮＳ 横井－今井 （＋１６）ＥＷ 三浦－志賀 （＋３）  

 この時点ですでにプレイオフ進出は決まっていましたが、表彰台を目指して、競争相手との直

接対決で稼ぐ必要があります。台北にはまずまずの勝ち。 

 

第１８試合 インドネシア １８－１２ （４９－３３） 

ＮＳ 横井－今井 （－９） ＥＷ 三浦－志賀 （＋２３） 

 Ｘの飛び交う派手な試合でしたが、これも制して台北の結果待ち。しかし、台北も勝ち。 

 

 というわけで、最終成績は、２５３ＶＰ（ＡＶＥ２４０）、５位でした。 

 

１位 オーストラリア ２９６ 

２位 香港 ２８８．５ 

３位 台北 ２６２ 

４位 インドネシア ２５８ 

５位 日本 ２５３ 

６位 シンガポール ２２３ 

７位 ニュージーランド １９１．５ 

８位 フィリピン １８２ 

９位 タイ １７６ 

 

 予選ラウンドの後は、アジア地区ではないオーストラリアとアジアで１位の香港を除いた、上

位４チームで残り２つのワールドユースのチケットをかけたプレイオフが始まりました。 

まず２位と３位が対戦し、勝った方が代表に決定。負けた方は４位対５位の勝者と対戦し、勝っ

た方が代表という方式です。 

アジアで４位の日本は、５位のシンガポールと１６ボード×４セグメントのプレイオフへ。 

ここからは経験も考慮して、横井－今井、三浦－志賀の４人で戦うことになりました。 

 

第１セグメント １７－２４  第３セグメント ２５－４３ 

第２セグメント ２７－３９  第４セグメント ５０－８！ 

 

 最終スコアは１１９－１１４となり、大逆転勝ちでした。 

最初は「あれ？ 負けちゃったなぁ」という程度だったのですが、次には「これはやばいんじゃな

い？」、最後には「絶体絶命？」という風に危険レベルはどんどん上がっていきました。最後の

１６ボードは、寺本キャプテンの「稼ごうと無理をするな」という言葉を言い聞かせて、みんな

が最後まで集中力を切らさずに粗いブリッジをしなかったのが、逆転につながったのではないか

と思います。 

 

逆転につながったボードを１つ。 

 



 

Board : 26 ♠ １０６  

Dealer : North ♥ Ｋ５４   

Vul : None ♦ ＡＫ９６   

   ♣ １０７５４   

 ♠ Ｊ９７５２  ♠ ８４３ 

 ♥ ９８ ♥ ＡＱＪ７３ 

 ♦ － ♦ ＱＪ８ 

 ♣ ＡＫＱ９６３ ♣ Ｊ８ 

   ♠ ＡＫＱ   

   ♥ １０６２   

   ♦ １０７５４３２   

   ♣ ２   

       

W N E S 

 Ｐ １♥ Ｐ 

１♠ Ｐ １ＮＴ Ｐ 

２♣∗ Ｐ ２♠ Ｐ 

４♠ Ｐ Ｐ Ｘ 

//    

オール阪大。俺もまだユースと言い張る人は誰？ 

 

 Ｗはゲームトライをするまでにとても時間をかけたので、自分で３トリックも持っていること

もあり、何か起こらないだろうかと思い、Ｘで勝負しました。無理をしてはいけませんが、３７

ＩＭＰ差もあると勝負をする必要はあります。 

パートナーから♦Ａがリードされた時はああよかったと安心したものの、そうおいしい話がある

はずもなく、ディクレアラーはラフ。ここで♠を負けに来て♦を続けると、トランプにコントロ

ールがないＷにはプレッシャーがかかります。結果的には♥のフィネスもきいており、メイクす

るのですが、Ｗは諦めて♦を勝たせてくれ、その後も♦でのパンプが間に合い２ダウン。 

裏のテーブルでは♠で勝ったＳが♥！を返してしまい、楽々メイクでした。 

 

 

 大逆転の喜びもそこそこに、すぐにインドネシアとのプレイオフが始まりました。 

 

第１セグメント １９－６３  第３セグメント ３６－２６ 

第２セグメント １７－４４  第４セグメント ３０－３１ 

 

 最終結果は１０２－１６４で負け。２匹目のドジョウはみつからず、当初の目標であった代表

権を逃してしまいました。あの異様な雰囲気でやったシンガポールとのプレイオフの疲れから、

ミスが続いてしまった感があります。やはりこういう長丁場の試合では体力がとても重要です。 

 

  

 僕は、これでユースの代表として試合に出るのは４回目になりますが、今回は試合までの半年

間でパートナーとは大きな試合で約６００ボードをプレイし、海外にも行くなど、今までで一番

準備をしてきたので、最後までブリッジを目一杯楽しむことが出来ました。良い結果は出ません

でしたが、この経験を後輩に伝えて、彼らにより良い結果を任せたいなと思います。 

  

 最後になりましたが、ユースとしてブリッジをしていく上で、たくさんの方々に大変なお世話

になっており、とても感謝しています。みなさん、ありがとうございます。 

特に、ユースの試合以外でもお世話になりっぱなしの寺本キャプテン、ユースのために尽力して

頂いている連盟の高橋さん、仲村さん、そして、地元大阪ＢＣでお世話になっている佐々部さん

には、お礼申し上げます。 


